
 
 
 

 「古い自分が死ぬということ」 

   

古い自分が死ぬということは、過去の生活を繰り返さないという意味

です。そこには明らかな変化があります。キリストと主に死んだ人は、も

はや自己主張することはありません。自己主張をしなくなれば、馬鹿に

なってしまうのではないかと心配する必要はありません。キリストはその

ように生きられました。それこそが、人類の歴史の中で最も偉大な生き

方でした。 

自己主張の強い人の心には、キリストが住まうことができません。 

自我に強く支配されている人生は、最終的に惨めになります。 

キリストが内におられないなら、人間的な頑なさが際立つようになり

ます。 

 

 結婚生活において、夫婦喧嘩をすることもあります。喧嘩をするのが

ふつうです。しかし、ある地点まで行くと、自分の頑なさを捨てる必要

があります。傷つくことが多いですか。 しかし、自我が死ねば傷つくこ

とはありません。 

ほかの人を変えようとするのではなく、自分が変わればいいのです。

古い自分が死んだとき、すべてが変わります。そして、自由が訪れま

す。死ぬ前は緊張とストレスの中で生きていた私が、キリストと共に十

字架につけられる時、自由になるのです。 

私たちがイエスキリストを主と告白した瞬間から、私たちの人生のす

べての主導権がキリストに移されました。 

人生の主導権を完全に明け渡し、日々、真理に基づく義と聖によっ

て新しくなりましょう。 
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§今年の教会テーマ 

「恵みあふれる教会」 

 

§今年の主題聖句 

     「私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、     

 恵みの上にさらに恵みを受けた。」 ヨハネ 1 章 16 節 
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宗教法人 日本ネクスト･タウンズ･クルセード 

      鈴鹿キリスト福音教会   

     059-383-5145（教会） 

 

 



本日の礼拝メッセージ    「聖霊のバプテスマと異言」 

聖  書 個 所        使徒の働き 19:1～7 

 

〚報 告〛 

※先週の役員会の報告 

 ・役員会の呼称を「しもべ会」とする 

 ・今年のクリスマス感謝献金をハマスと戦争中のイスラエル  

を覚えて、イスラエルへの支援献金として全額を捧げる。 

 ・1 月 5 日(金曜)、長沢先生を講師に新年特別集会をする 

※今週と来週の木曜日、2 週続けてオンラインによるクリスマス

限定バイブル・トークをします。参加希望される方は礼拝後に

泉田兄にお伝えください。時間は夜 7時半からです。 

※今週の金曜日、「つながるカフェ」（婦人クリスマス会）があり

ます。今日で申し込みは締め切りとなります 

 

  イスラエルの平和のために祈りましょう‼ 

＊ハイメール通信 2023.12.4 「人質と囚人交換の現実」 
 
イスラエルとガザの一時停戦は 7 日間で終わりました。しかしこ

の間にＢＦＰ現地スタッフは、普段とはまた違う形で「イスラエル

と共に立つ」貴重な経験をさせていただきました。今回の戦争で、

イスラエルはあらゆる面で試練にさらされ、それに立ち向かってい

ます。特に農業においては多くの問題に直面しています。イスラエ

ルの農業は、諸外国との交流が盛んな場でもあります。出稼ぎ労働

者として来る人や、イスラエルが世界に誇る先端的な農業技術を学

ぶために来る人など、多岐にわたります。しかし、この戦争で彼ら

の多くが安全のためにイスラエルから退避せざるを得なくなり、特

にイスラエル南部のガザ地区周辺の農家は深刻な人手不足に苦し

んでいます。先週、テロ組織ハマスとイスラエルが一時停戦して状

況が少し安定した時、BFP はある農家からの依頼を受けました。ヤ

ミニさんという敬虔なユダヤ教徒の家庭が経営する農園で、アシュ

ケロンの隣町に位置します。彼らの依頼に応えて BFP のボランテ

ィア 13 人が農園を訪れ、心を合わせて働いて、1 日で 4 千本を超

える苗木を植えることができました。 
アシュケロンはガザ地区に近い場所にありますが、一時停戦のお

かげで状況は穏やかで、どこか懐かしいような雰囲気に包まれてい

ました。ヤミニ農園の雰囲気も、温かくて心地よかったです。ご主

人や奥様、奥様の弟、そしてお孫さんたち、家族一丸となって一生

懸命働いている姿が印象的でした。またこの畑は、食物規定に関し

て 7 年に一度の安息年を守るなど、より厳格に基準を守っている畑

でした。ここで共に働いている超正統派のユダヤ教徒たちの姿も、

心に残りました。彼らの一生懸命さや、笑い声、励まし合う姿勢が、

まるで祝福の言葉のように響いていました。 
 
最後に、農園の管理長、奥様、奥様の弟、そして頼もしいお孫さ

んたちが、心からの感謝を伝えてくれました。「皆さんが力を尽く

してくれたことに感動しています。しかしそれ以上に、皆さんがイ

スラエルにとどまり、愛と支援を注いでくれること、これは簡単な

ことではありません。それが私たちにとって大きな力、また心の支

えとなっています！」 
神がイスラエルに注いでおられる愛が、世界中のクリスチャンを

通してイスラエルに伝わりますように。同時に、日本で捧げられて

いる祈りと愛の心が、ＢＦＰを通してイスラエルに届きますように、

心より祈っています。 
 
「主は遠くから私に現れた。『永遠の愛をもって、わたしはあなた

を愛した。それゆえ、わたしはあなたに真実の愛を尽くし続けた。』」

（エレミヤ 31:3） 


